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アラスカ州の地球化学アトラスについて

伊藤司郎(技術部)

ShiroIT0H一

まえがき

工業技術院の海外研究者招璃制度により昭和60年度に

地質調査所に来所したマイヤｰス博士によってロスア

ラモス国立研究所の地球宇宙科学部が最近完成させたア

ラスカ州地球化学アトラスか当所に紹介された.日本

全土の4倍もある広大な面積(150万km･)と厳しい自然

環境の僻地であるアラスカを対象とし遂にその大部分

の地球化学図を完成させたアメリカ合衆国の先取性に脱

帽せざるを得ない.わが国ではこのような図はまだ完

成されておらず茨城県北部をモデノレ地域とした地球化

学図プロジェクトがスタｰトしたばかりである(地質ニ

ュｰス374号).この機会にこのアラスカ州地球化学ア

トラスはどのような過程を経て完成したのかまた成果

図にはどんな問題点カミあるのか御紹介し今後の研究資

料としたい.

プロジェクト発足の経緯

このアトラスを完成させるために用いたデｰタは全て

NURE事業で得られたものである.N口REはN企

tiona1U工aniu㎜ResourceEva1uationの略名で1974

年にUSAtomicCommissi㎝によって開始されEne-

rgyResearchan(1Deve1op皿entA(1㎜inistrationと

DepartmentofEnergyによって継続された事業であ

る.NUREの目的は合衆国のウラン資源を正当に評

価するためのデｰタを集めると共に民間企業に対して

開発に適した場所を示し与えることにあった.そこで

NUREの中にHSSR(Hyd･ogeochemicalandSt･eam

SedimentRe･om･iss･nce)部門が設けられ全国的な地

球化学的探鉱が実施されたのである.

HSSRはサバンナリバｰオｰクリツヂロスア

ラモスロｰレンスリバモアの4国立研究所が合衆国を

4分割しそれぞれを受け持って実施された.ロスア

ラモス国立研究所はロッキｰ山脈とアラスカ州のHSSR

の責任を負わされた.その全てのデｰタはエネルギｰ

局に集められ25万分の!の地形図ごとにまとめられ

てGrandJunctionO伍｡eにオｰプンファイルされ

ている.
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HSSR活動の初期に採取された試料はウランだけが

分析された.それはこの事業カミ合衆国のウラン資源を

評価することを目的としていた為である.しかしすぐ

に資源評価委員はより完全な評価を行うため付加的地

球化学的デｰタを要求しさらに可能な限り多数の元素

の分析とくにウランの鉱化作用に伴う,またはウラン

鉱床の指示元素と疑われている元素の分析を要求した.

そこでHSSRに参加している各研究所はエネルギｰ

局カミ認可した多元素分析システムを導入することとなっ

た.その結果NURE事業は合衆国の3分の2に近

い面積をカバｰする膨大た量の主成分微量成分痕跡

元素のデｰタをユｰザｰに提供することを可能にしたの

である.

アラスカ州における試料採集

アラスカ州での試料採集計画は1975年に始まり1979

年までには陸域の80%をカバｰする試料が採集された.

不幸なことに1979年以降はHSSR予算に野外調査費

用が含まれなくなった為にアラスカ南西部アラスカ

半島p㎜hand1e地域の一部カミ空白地帯として残され

た.この他試料が採取されなかった地域には1977年

以降試料採取を拒否された国立公園や各種の記念場所

および氷河や氷のシｰトで覆われている山岳地帯の中核

部が含まれている.

水系がよく発達している中～高地の地域では河床堆積

物カミ10km2(在mi･)につき1試料の密度で採集された.

河床堆積物は現に流水のある!地区内三本の小川からそ

れぞれ約1kgの細粒堆積物を採取し混合してFair･

ban長･またはAncharageに乾燥･節分けのため輸送さ

れた.

水系があまりよく発達しない低平坦地では小さな湖

の湖底堆積物が23km2(9mi2)につき1試料の密度で繰

取された.湖のほぼ中央部ヘベリコフ｡タｰでステンレ

ススチｰル製のサンプラｰを落して堆積物が採取され

た.

このアトラスを作製するために使われた61,923個の試

料の内38,021個は河床堆積物であり23,902個は湖底

堆積物である.その他各採取地点では水の試料も集�
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められている.

試料の採取地点では同時に野外デｰタカミ記録されるが

それには水温溶存酸素比抵抗PHシンチロメｰタ

測定が含まれる.野外観察項目には基盤岩の地質の

記載沢や湖の特徴局地的植生地勢汚染の可能性

が指示されている.これらの野外デｰタや観察事項は

数値的にコｰド化され対応する試料と同じ番号を付さ

れて定まったデｰタ形式の下に記録されている.

ほとんどの試料の採取はロスアラモス国立研究所の仕

様書にしたがって契約民間合杜が実施した.NTMS

地形図(N･ti.n.lT･p.g･･phi.M･pS｡･vi･｡)の枚数およ

び陸地面積に依存するが4,000から!0,000試料地点に

まとめて競争入札に付し請負者を決めた.請負者お

よび試料採取員には試料採取予定位置図および詳細な野

外作業手順マニアル(Sh｡｡p.ndA.m.dt,1978*)が用意

されトレｰニング期間が与えられた｡少なくても1人

のスｰパｰバイザｰが各キャンプに配属され野外作業

手順や調査用具などについての疑問に答え試料が仕様

書通りに採取されていることを保障させた.

アラスカ州の大部分は道路網が未発達なので自給自

足の簡易野外キャンプとヘリコプタｰの使用を与儀なく

された.食料燃料その他の補給晶は固定翼の飛行

機から落下された.通常各キャンプごとに2～3機の

ヘリコプタｰが使用され試料採取予定地点を計画的に

結ぶルｰトを飛行した.ヘリコプタｰのパイロットに

は25万分の1の地形図が飛行案内用としてまた実際

の試料採取位置をマｰクするために配られた･

Fairban良sまたはAnchorageの中央処理施設に輸送

された堆積物試料はそこで100.C以下の温度で乾燥さ

れ100メッシュの箭にかけられる.この筋を通った

堆積物は:25mZのガラスびんに詰められロスアラモス

の研究所へ分析のために送られた.試料の残りは全て

捨てられた.

堆積物試料の分析

堆積物試料はロスアラモス国立研究所でDNC(d･k

祥�敵�潮�浴楮��乁�楮��浥���畴�渭慣�

ti械i.n.n.1y.i｡)XRF(X一｡｡y趾｡｡｡｡｡en｡｡)発光分光

分析の各方法によって分析された.プロジェクト期間

を通じて分析された元素の種類は種々変化した.初

期にはDNCによるウランの分析しか行われなかった.

��������景牴��慮極���来��浩��

慮�����業��散潭��慮捥慳畳�批�攀

LosAエamosScienti丘｡Laboratory,Open一五1ereport

Gl『BX-68,USDOE,GrandJunction

後に計画予算が変更されて最初からの試料も再分析さ

れ多元素の分析デｰタが得られるようになった.プロ

ジェクトの中頃にはXRFの分析システムを改良しAs

SeZrの分析が加わった.同じ頃予算的理由で

発光分光分析が中止され以後の試料についてはLiと

B･の分析デｰタが欠落することになった.

表Iにこれらの方法によって分析された元素とその検

出限界が示してある.ここに表示した元素以外にも

CdC1NbRbSmが分析されているがこのアト

ラスに含める程の分析精度が得られなかった.その原

因の1つは検出限界が大き過ぎること(その改良は行もれ

なかった)で多くの試料がこれらの元素に関して検出

限界付近またはそれ以下であった.表Iにはその他に

も検出限界が平均地殻存在量よりも大きい元素が1!種

もあることが示されている.それでもこれらの元素

(SbAsBiAuSeAgSrTbSnWZn)がこ

のアトラスに含めてあるのは経済的または環境の面から

重要な元素だからである.

皿NCによるウランの定量

全ての試料がDNCによるウランの分析の対象となっ

た.試料の一部を4mZの容器に取り秤量し容器

の重量を差し引いた値が試料番号と共に記録される.

各4mZ容器は順次20秒間被曝後10秒間放置冷却し,30

秒間放射能が計測された.各試料の計測値は同様に処

理した標準物質の計測値と比較されてウラン量が求めら

れデｰタベｰスに蓄える.この方法で1ppm以上

のレベルなら1標準偏差での誤差は4%以下である.

INAAによる元素分析

ウラン分析が終了した試料はそのままINAAによっ

て27の元素が分析される(表I).ウランの30秒計数

後試料容器は20分間冷却され次に500秒間のガンマ

ｰ線計数(短寿命核種の定量)を行う.さらに96秒間照

射14日間冷却後1000秒間のガンマｰ線計数(長寿命核

種の定量)が行われる.鉛で遮蔽されたGe(Li)検出

管をガンマｰ線の計測に用い4096チャンネノレのデｰタ

を記録した.これらのデｰタはコンピュｰタによって

個々の元素について解析され各試料の各元素の含量が

その統計誤差と共に書き出される.このとき統計誤差

が50%を越えている場合は検出限界以下と見在される.

INAAの元素の検出限界は個々の試料の組成や質量の

函数で複雑である.表Iで示している値は典型的な4

g試料の平均値である.この検出限界より1桁多い濃

地質ニュｰス378号�
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度における相対誤差は通常10%以下であ

った.

XR亙による元素分析

コンピュｰタで制御されたXRFでCu

PbNiAgSnWさらに後期にはAs

S･Zエが分析された.試料を325メッシ

ュ以下に粉砕しその6gをX線ビｰム中

に置いて発生する螢光X線の強度が測定

される.各元素の標準物質とのコンプトン

ピｰク比の比較から濃度が計算される.

相対標準偏差は100ppmレベルで10%以下

20pPmレベルで20%以下であった.

発光分光分析による跳とLiの定量

XRFで用いた一325メッシュの試料の5

mgと石墨とシリカを1:1:1の割合で混

合し陰極側の石墨電極に詰込み6A1O

秒続いて17A50秒の電流を流してDCア

ｰクを発生させた.Beの313.0nmの二次

線およびLiの670.7n㎜(10pPm以下)と

610.3nm(10PPm以上)の一次線これら

の分析線近傍のバックグラウンド強度V

の327.6mの線強度が直読式の光電子倍

増管で測定された･VはBeの分析線強

度の補正に用いた･光電子倍増管からの

シグナルはデジタル電圧計に読み込まれ

コンピュｰタ処理される.元素濃度はあ

らかじめ測定されている標準物質と比較す

ることにより決められる.検出限界付近

での精度は両元素共に約50%でそれより

!桁大きな濃度においては25%に改善さ

れた.

デｰタ分析

アラスカ州の全ての堆積物試料の分析デ

ｰタおよび位置デｰタは基本的デｰタベｰ

スに蓄積され後のコンピュｰタ処理およ

び解析に供された.全てのデｰタの入力

が終了した段階で平均値中央値最小

第1表亘SSRにおいて分析された元素

分析法元素検出限界二

���

遅発中性子計数法

機器中性子放射化分析法

照射後20分より計数

される短寿命核種

照射後14日より計数

される長寿命核種

エネルギｰ拡散型

X線螢光分析法
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5長m×5km格子とデｰタを結合させる方治としてUnL

versa1Krigingを用いた.Krigingの理論的背景には
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ある地点のある元素の濃度は周囲の同じ｡元素の濃度と相

互に依存し合っておりその程度は距離の函数であると

する考え方がある.具体的には2つの試料の対赤する

分析値の差の半分(｡｡miV｡｡i.n｡｡)を各元素について試料

間の距離の函数として計算する.そのためにSemし

マaエianCe対距離の関係図(V･･i･g･･m)を各元素につい

て作りこの図から元素の濃度カミ試料間で影響し合って

いる最大距離が求められる.さらにその関係を近似さ

せる関係式が得られ全てのデｰタに適用される.こ

の関係式を使って計算された値はKエigedデｰタと呼ば

れ5良皿×5良m格子セルの加重平均値を計算するのに

使われる.分析値の地域的平滑化を目的とするこのア

ルゴリズムは実際はセルの中点から半径6km以内に

あって検出限界以上の値をもつデｰタポイントにのみ

限定して使用した｡またAuSeAgSnWに

ついては検出限界以下の地点カミ多数あるためにK.i-

gedデｰタは用いられず未知エデｰタの平均値が単位

セノレの値となった,

デｰタ表示

このアトラスには2つのタイプの視覚表示が用いられ

ている.その1つは個々の元素の平面的･統計的分布

を示す色コンタｰ表現であり他の1つは3元素の平面

分布を同時に表現するものである.

色コンタｰ表現では検出限界以上の濃度で得られる累

積頻度分布を9段階のコンタｰレベルに等分し低濃度

側からそれぞれ暗青色緑青色明緑色緑色金色

黄色桃色唐紅色赤色を割当てて各格子セルに投影

する.

3元素表現では各元素は異柾る色(赤緑青)で表

現されそれぞれの色は元素の濃度によって256レベノレ

の強度で現われる.低濃度は弱い色で高濃度は輝く

色で表現される.3元素に対する色カミ同時に表示され

ると混合色の規則に従って新らしい色が現われる｡し

たがって色合いは元素同志の相関または相対濃度を表

わし輝度は絶対濃度を表わす.赤と緑の混合は黄に

変り赤と青は唐紅色緑と青は緑青色となる.もし

3色が同じ輝度を持てば灰または白色に変化する.

グラビアで示した例では表題の最初の元素に赤次に緑

最後の元素に青が割り当てられている･

アラスカ州の地球化学デｰタの解釈例

以上このアトラスが出来上るまでの経過やアトラス

の表現法について紹介してきたがこのアトラスはどの

ように活用されたのかまた活用する場合にどんな事に

注意を払わねばならないのか著者らの例がテキスト部に

記されているので紹介する.

同じスケｰルの地質図とこのアトラスを仔細に比較し

てみるとこのアトラスからある種の岩石(特に酸性岩)

の分布域を地図化することカミ可能であることがわかる.

その岩石種は酸性岩の他に炭酸塩岩塩基性岩超塩基

性岩起源の明らかな砕屠性堆積岩まで広げることがで

きそうである､この可能性はしかしいくつかの因子

に依存している.その内最も重要な因子はその岩石が

ある程度以上の広がりを持って露出していることであ

る.アラスカ州で用いられた試料採集法では10km2

程度の露出面積しかない小岩体からは複数個の試料が採

取されることは期待できない.しかもその分析デｰ

タは周辺の試料の分析デｰタによって平滑化(Kエiging)

されるので周辺の岩体に化学組成上同化されてしまう

恐れが強い.次に大事な因子は隣りの岩石類と区別で

きる明瞭な化学的特徴があることである.

アラスカ州では試料の中に湖底堆積物カミ含まれている

が湖底堆積物はかなりの程度の化学的風化作用を受け

ており同生的物質や有機物を大量に含んでおりそれ

らは元の砕層中に存在していた元素の量を減少させたり

増加させたりしている.したがって個々の分析デｰ

タを解釈する際にはそれなりの注意が必要であるが総

合的にはある種の元素の広域的地球化学的傾向を捕える

ことが期待できる.一方河床堆積物は初生的に機械

的風化生成物であり流域一帯の地質の混合物と考える

ことカミできる.

珪長質深成岩

元素の分布図が岩石種と最も明瞭な関連性を示したの

は珪長質深成岩体の場合である,この岩体はUTh

HfK希土類元素のような親石元素の強い濃集で特徴

づけられる.アラスカ州全土の平均値と対比すると

これらの元素は約2倍の濃集量である(表2)｡これら

の元素カミ高濃度を示す地域は珪長質深成岩体の分布する

地域(図1)と完全に一致している｡

これらの珪長質岩体は多くの共通した特徴を持ってい

るが岩体ごとに微妙な化学的特徴の違いがある.最

も明瞭な違いの一つはD･na1i断層帯の南に分布する岩

体のNa濃集である.Coa･tRang･およびA1as長a-

A1･utianRange底盤は北に分布する珪長質岩体に比し

て著しくNa量が多い(Pl･t･30.N･の地球化学図).

このことはこれら2地域の下のマントルまたは地殻に化

学的な相違があるためかまたはこれらの岩体の生成深

地質ニュｰス378号�
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度やその後の経過に違いがあったかを示している.

A1鵬抱一A且e鮒鋤Ra巫ge底盤

第2表珪長質貫入岩の元素濃度の平均値と中央値及びそれら

の州全体に対する比較

珪長質貫入岩州全体試料

元素平均値中央値平均値中央値

場所によっては一つの底盤内の岩質の違いを地球化学

図から読み取ることができる.例えばA1as長a-A1eu-

tianRange底盤の部分的化学組成の違いは容易に明ら

かにされる.この底盤の南部および東部はジュラ紀の

閃緑岩および石英閃緑岩に属するとされている(REED

andLANP肥RE,1969.1972,197含a,b).一方西部お

よび北部は2つの年代(白亜1紀後期～第三紀初期第三紀中

期)の石英モンゾナイトおよび花商閃緑岩から主として

成立っている.このアトラスはこれらの間の基本的地

球化学的相違をよく表わしている.すなわちFe,

Ca,Mn,Scなど比較的塩基性岩に濃集する元素がジ

ュラ紀の深成岩を特徴づけK,U,Th,Hf,希土類の

ようなより珪長質岩に特徴的な元素が白亜紀後期～第三

紀初期および第三紀中期の岩体に濃集している.

この地域の底盤はよく露出しているカミ道路事庸が悪

く遠隔地のため詳細な地質学的研究は限られていた.

僅かな地質学的調査年代測定化学分析があるだけ

でそれらのデｰタカミ広域的に外挿されて地質図が作ら

れている(図2).このアトラスのように系統的および

広域的に完成された地球化学デｰタを地質学的デｰタと

結び付けて用いられれぱ地質調査の行なわれていない地

域であっても主な地質単元問の線引きが可能であり岩

石単元のより確実な外挿カミできるであろう.

潜在的鉱化作用の探査

このアトラスにはAE工DC(A工｡ticEnマiron一

㎜enta1InformationandDataCenter,1979)

の鉱床分布図が地球化学図と対比できるよう

重ね回として付図されている.多くの元素

かごの鉱床分布図と関連していることが読み

取れるがとくにBrooksRange鉱化帯へ

の数元素の異常な濃集が目立っている.

C､_C､_Ni図とB､一C､.Ni図は塩基性お､)

よび超塩基性岩体を選び出しているカミその

他にBrooLsRangeとA1as良aRangeを特

徴づけている.この両地域とも卑金属元素

の広域的な鉱化作用があることが知られてい

る.この2つの地球化学図は組合されてい

る元素のうち1元素だけカミ異なるのみである

が卑金属鉱床はBa-Cu-Ni図に塩基性/

超塩基性岩体はC卜Cu-Ni図によく表現さ
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れている.

KaYa1inaからAn夙ktuvakPassに至る地域は多くの

卑金属および貴金属鉱床およびいくつかの超塩基性岩体

の存在が知られている(AEIDC,1979).地球化学図に

はそれらがよく表現されているが同様の未知の鉱床や

岩体が数多く存在していることも示している.その他

興味深い情報としてはCr濃度が最も高く見掛上Cu

･Niとは関係がなさそうなBa･row南の中央N0fth

S1opeがある.この地域の異常なCr値はこの大陸性堆

○民PlL^K

Yu氏OH-T^N^N^UPL^NO

�佖汎�

�〰㈰き��

紀
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第1図珪長質貫入岩体(黒で示した)の分布図
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第2図

AIaska-A1eutianRenge底盤の簡略化

した地質図(REEDandLANP肥RE,

ユ973bより)

積岩が南のBr00ksRangeを起源としていることを強

く示唆している..

Br00良sRange鉱化帯はUSGSのMARsHとCAT･

亘趾LL(1981)*によって広域地球化学的調査が行われ

147.W～159.Wおよび67“～69個の範囲に異常な

元素濃度を示す地域が拡がっていることが明らかにされ

た.さらに地球化学的異常にはCu-Pb-Znの卑金

属タイプとMlo-Sn-WのMoタイプカミあることを示し

た.このアトラスのデｰタはこれらの元素の他にAs,

Fe,Mn,Ni,U匁ども高濃度であることを示してい

る.C卜Cu-NiおよびBかCu-Niの3元素図では

BrooksRangeの南斜面における2本の薄い青緑色ライ

ンとしてこの鉱化帯カミ示されている.このラインはほ

とんど連続的に148.Wから159叩まで延びており中

央の変成帯の拡がりと一致する.この鉱化帯のより詳

細な検討の結果鉱化作用には3つの型が考えられそ

の1つは白亜紀に変成岩中に貫入した花南岩に関係する

ものその2はこれらの貫入岩と変成岩の接触部に関係

するものその3は変質火山岩に関係するものである､

1986年2月号

鉱床生成を規制する重要注要因として貫入岩の化学的

特性が考えられる場合このアトラスが提供しているデ

ｰタは潜在的に鉱床を伴なう貫入岩とその可能1性のない

ものとを区別するのに役立つであろう.その例として

ウラン鉱床を伴うポテンジャノレが高い酸性貫入岩を選び

出すのにこのアトラスが非常に大きな役割をもつことを

示そう.

U,希土類Hf,Kの濃集をウラン鉱床のポテンシ

ャルの高低の目安に使うとするとA1aska-A1eutian

Range底盤のジュラ紀の中性貫入岩およびYukOn-Ta-

n伽aUp1and地区の多くの貫入岩が探査の対象として

考慮されるべきである.その他の珪長質貫入岩につい

てはU/Hf,U/Th,U/希土類の価を用いて評価する.

これらの元素比が相対的に高い場合は可動性ウランの存

在および高濃度の付加ウランの存在が予期される.こ

れらの比カミ小さい場合はウランはモナザイトアルナイ

�����潦��牡��������捨�楣���

��敦�慂���慮来浩�牡汢敬琬�慳歡��
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トやジルコンのような微量鉱物の結晶中にあって容易

に溶出移動できない状態にあることを示している.こ

のような観点から地球化学図(とくにU/Th図)を検討

してみるといくつかの貫入岩帯(とくに01dC･ow底

盤の異常に低いU/Th比)は探鉱プ日グラムから除外し

これらの比が特別に高いいくつかの地域に努力を集中し

た方がよいことカミわかる.

既知のウラン鉱床とその母岩として知られる花開岩の

化学的性格を一般化してポテンジャノレの規準とすること

が考えられる.例えばウラン鉱床はUとHfが濃集

しThが減少している貫入砦によく見い出されるとす

ればU-Th-Hfの3元素表示図てしかも平均より1標

準偏差値以上のみを図示しているプレｰトが最もポテン

シャルの高い貫入岩の同定に使用されるであろう.

本アトラスの利用上の注意事項

テキスト部にはR･commendatiOn･の中で読者への利

用上の注意事項が記されている.それによるとユｰザ

ｰにはできるだけの“なま"の数値デｰタを入手し利用す

ることを勧めている.な昔ならこのアトラスを作る

に際しては単一の解析ルｰチンおよび単一の図示ルｰ

チンを使用しているにすぎず他にも多くの解析技法や

図示技法が残されているからである.さらにこのア

トラスではカバｰする面積を稼ぐために河床堆積物と湖

底堆積物のデｰタを結びつけて統計処理している特殊な

問題も指適できる.そのためロスアラモスではKri-

gedデｰタとなまのデｰタの全てがコンピュｰタファイ

ノレに入れてありさらにこのアトラスで使用した15区

分の地質図の代りに61の岩石グルｰプをもつBEI阯

MAN(1980)*の地質図を数値化してコンピュｰタファ

イノレされている｡これらの一!なま"の数値デｰタを使

ってユｰザｰはデｰタを再編し彼ら自身のデｰタを

加えたりKrigingまたは他の統計処理をほどこして

特殊な問題の解決に最適な形で表示することカミできる.

さらにこのアトラスには使用しなかった野外デｰタや

水の分析値も特殊な問題解決には必要となろう.

健康や安全のための環境モニタｰ農業生活廃棄物

処理土地利用可育自性の研究のようなトピックス的問題

にかかわっている研究者にはこのアトラスが例となる

ように広域的地球化学的デｰタが存在することを知る

べきであろう･アラスカは比較的原始的環境にあるの

でこの種の地球化学デｰタは今後の変化をモニタｰ

する際のべ一スラインとして使用できるであろうことか

指摘できる.

特定の地域に限って関心を持つユｰザｰは個々の試

1986年2月号

料の一一なま"のデｰタに含まれている情報を無視すべ

きでない.このアトラスで表示されているデｰタは

62,000個にも達する全州規模のデｰタに基づいて統計処

理したデｰタであって個々のデｰタはその中に埋没し

てしまっている.したがって狭い地域における元素

の相対濃度とか単一試料の元素間の相対濃度などが鉱

床を探す際の非常に重要な情報となる場合があることを

考慮すべきである.

元素によっては地球化学的挙動カミ金く異なる河床と湖

底の環境のデｰタを一緒にして統計処理したことがこの

アトラスの最大の問題点として指適される.湖底堆積

物のデｰタを地球化学図に採用したのはこのアトラスが

最初である･しかしそのデｰタが河床堆積物のデｰ

タと同等に扱われた為に恐らく湖底堆積物試料間の変

動は相対的に小さくなりその小さな変動のもつ大き狂

意味カミ看過されているのではなかろうか.いづれにし

てもはっきり異なる2つの母集団を1つにして統計処

理することは問題である.

地球化学図と地質図および鉱床分布図と重ね合せて

その関連を知ることは読者の大方の関心事である.し

かしこのアトラスには重ね合せ用の地質図は用意され

なかった.付図されている地質図も凡例との色の対比

が非常に難しく地球化学図との関連で利用し難い図で

あることは残念である.一方鉱床分布図は重ね合せ

用として用意されているが肝心の鉱床タイプは全くわ

からず鉱床鉱徴砕鉱床の区別がされているにすぎ

ない.鉱床タイプによって関連する元素の組合せが異

なることはアトラス製作者自もテキストの申で述べてい

るがせっかくの鉱床分布図もこの観点からは全く役に

立たないことは甚だ残念であった.

緯度方向1｡経度方向3｡で区切られた地形図一覧図

がその範囲内で採取された試料数と共に重ね合せ用と

して用意されている･地球化学図とこの緯度経度で格

子状にされた地形図一覧図とを重ね合せて見るといく

つかの元素(とくにC･やF･)の濃度変化カミその境界線

と一致する一見不思議な事に気カミつく.このことばテ

キスト部でも触れられているカミ地形図ごとに一括して

分析された為に起る現象でクロスチェック用の試料を

計画的に配置することで防ぐことができる.分析用に

用意された予算上の問題もあろうカミ分析デｰタの一部

にこのような不信を残したことも問題であった.
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